
平成 27 年度

 施政方針

320
年
前
に
開
拓
さ
れ
た
三
富
新
田
。そ
し
て
、

三
芳
町
に
は
、
三
富
新
田
の
み
な
ら
ず
先
人

た
ち
の
知
恵
と
汗
に
よ
り
美
し
い
平
地
林
と

田
園
風
景
が
継
承
さ
れ
、
首
都
圏
の
台
所
と

言
わ
れ
る
三
芳
農
業
や
文
化
、
伝
統
、
生
物

多
様
性
が
保
全
・
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
恩
恵
に
私
た
ち
は
浴
し
、
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
、
何

を
残
し
て
い
く
の
か
。
ど
の
よ
う
な
町
を
残

し
て
い
く
の
か
。
そ
の
こ
と
が
問
わ
れ
、
そ

の
絵
本
（
総
合
計
画
）
を
描
く
の
が
今
年
１

年
間
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
絵
本
は
、
無

限
の
可
能
性
と
未
来
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

夢
と
希
望
、
そ
し
て
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
親
子
の
絆
、
人
と
人
と
を
結

び
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
素
敵
な
絵
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
今
年
は
、
そ
の
絵
本
の
総

仕
上
げ
の
年
で
す
。
三
芳
町
の
資
源
や
魅
力

を
最
大
限
に
活
用
し
、
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
、
地
域
を
元
気
に
す
る
。
多
く
の
住
民

の
皆
さ
ん
の
参
画
を
い
た
だ
き
、
そ
う
し
た

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
残
せ
る
「
輝
く
三
芳

町
の
絵
本
」
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
、
第
５
次

行
政
改
革
大
綱
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
大
綱
は
、
３
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。

１ 

新
た
な
財
源
確
保
と
事
務
事
業
の
改
善

多
様
な
広
告
収
入
の
確
保
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
導
入
、
公
共
施
設
を
利
用
し
た
太
陽

光
発
電
屋
根
貸
し
事
業
実
施
。
第
三
者
機
関

で
あ
る
行
政
評
価
外
部
委
員
会
を
開
催
。
町

の
事
務
事
業
を
評
価
し
、改
善
を
図
り
ま
す
。

２ 

長
期
的
な
視
点
か
ら
の
歳
出
削
減
策

既
存
事
業
の
縮
小･

廃
止･

改
善
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
よ
る

公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
行
い
ま
す
。

３ 「
見
え
る
化
」
と
外
部
か
ら
の
視
点

達
成
目
標
と
な
る
数
値
指
標
を
設
定
し
、
定

期
的
な
進
捗
管
理
を
実
施
。
８
項
目
43
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め
、
行
政
改
革
推
進

本
部
と
行
政
改
革
懇
談
会
で
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
実
行
性
・
実
現
性
を
担
保
し
て
い
く

た
め
の
体
制
を
整
え
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
を
初

年
度
と
す
る
第
５

次
総
合
計
画
は
、

策
研
究
所
は
、
今
年
度
、
新
た
に
中
小
企
業

診
断
士
グ
ル
ー
プ
と
の
政
策
的
な
包
括
協
定

を
進
め
、
専
門
的
な
知
見
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
、
政
策
形
成
機
能
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
少
人
数
の
公
募
住
民
と
「
町

長
と
語
り
合
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア

を
、
地
域
や
社
会
の
課
題
解
決
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
「
住
民
提
案
型
事
業
」
を
今

年
も
募
集
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
町
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
第
３
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
70

年
の
節
目
に
、
世
界
平
和
を
願
い
、
平
和
祈

念
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
基
づ
き
、

国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
勘
案
し

て
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
「
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
ま
す
。「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

三
芳
町
に
お
け
る
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展

望
を
提
示
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
５
か

年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的

な
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
が「
三
芳
町
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
す
。
雇

用
の
創
出
、
ひ
と
の
流
れ
、
若
い
世
代
の
希

望
の
実
現
、
地
域
づ
く
り
等
を
実
現
し
て
い

く
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
の
事
業

・�

町
内
商
店
等
で
共
通
し
て
使
用
で
き
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

・�

人
生
の
節
目
に
、
お
祝
い
と
し
て
商
品
券

等
を
交
付
し
ま
す
。

地
域
創
生
先
行
型
事
業

�����・
三
富
新
田
観
光
促
進

�

上
富
け
や
き
並
木
通
り
に
観
光
案
内
看
板
な

ど
を
設
置
し
、
訪
問
者
の
利
便
性
の
向
上
や

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
、
み
よ
し
野
菜
の
販
売

促
進
等
を
図
り
ま
す
。

・
藤
久
保
地
域
拠
点
ゾ
ー
ン
ま
ち
づ
く
り

�

公
共
施
設
の
更
新
の
際
、
地
域
住
民
の
参
画

で
多
世
代
交
流
・
多
機
能
子
育
て
拠
点
と
し

て
、
施
設
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
も
含
め
た
方

向
性
を
検
討
し
ま
す
。

・
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

子
育
て
世
代
と
の
意
見
交
換
、満
足
度
調
査
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
、
子
ど
も
読
書

活
動
の
充
実
、
多
子
世
帯
へ
の
給
食
費
の
助

成
も
実
施
し
ま
す
。

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、

人
口
減
少
問
題
の
克
服
と
成
長
力
の
確
保
と

い
う
、
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
総
合

戦
略
で
す
。
一
方
で
、
地
方
自
治
体
は
、
私

た
ち
住
民
が
生
活
す
る
場
で
あ
り
、
そ
の
使

命
は
協
力
社
会
（
共
助
）
の
創
造
に
あ
り
ま

す
。
生
産
機
能
と
同
時
に
生
活
機
能
と
し
て

の
磁
場
が
充
実
す
る
よ
う
、
地
域
の
個
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
、私
た
ち
地
方
が
自
ら
考
え
、責
任
を
も
っ

て
独
自
の
戦
略
を
策
定
、
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

対
話
を
重
視
。
住
民
力
を
町
政
に
。

住
民
参
加
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
未
来
の
三

芳
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
で
、
町
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
た
総
合
的
な
計
画
で
す
。
す

で
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
の
場

を
多
く
設
け
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
ま

ち
づ
く
り
懇
話
会
、
地
域
説
明
会
な
ど
を
開

催
し
、「
対
話
」を
重
ね
、計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
意
識･

能
力

向
上
の
た
め
に
、
派
遣
研
修
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
条
例
研
修
、
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

等
の
実
施
と
と
も
に
、内
部
講
師
を
養
成
し
、

接
遇
等
職
員
の
基
礎
的
な
実
務
能
力
研
修
の

機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
新
た
に
職
員
と

の
対
話
を
重
視
し
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
研

修
」
を
開
始
し
ま
す
。
職
員
の
職
務
を
通
じ

て
発
揮
さ
れ
た
意
欲
や
能
力
・
実
績
を
公
正

か
つ
客
観
的
に
評
価
す
る「
人
事
評
価
制
度
」

導
入
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
町
の
政

次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か

に
た
く
ま
し
く
育

ち
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き

る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
昨
年
11
月
に
、

土
地
区
画
整
理
地
内
に
家
庭
保
育
室
が
オ
ー

プ
ン
し
、
第
三
保
育
所
の
改
築
工
事
も
６
月

に
完
成
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
待
機
児
童

の
解
消
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
木
の
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
木
質
化
を
取
り
入
れ
た
施

設
に
し
ま
す
。
学
童
保
育
室
は
、
分
室
を
進

め
、
理
想
的
な
環
境
に
す
べ
く
関
係
各
課
で

協
議
し
て
い
き
ま
す
。
児
童
家
庭
相
談
は
、

新
た
に
児
童
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。
児
童
虐
待
に
、
よ
り
効
率
的
で

迅
速
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ

だ
ん
か
ら
温
か
み
の
あ
る
子
育
て
や
児
童
福

祉
に
関
す
る
相
談
や
支
援
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。
精
神
面
の
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
誕
生
前
か
ら
母
子
保
健

と
連
携
し
、
長
期
の
支
援
体
制
の
充
実
を
継

続
し
ま
す
。
産
後
の
育
児
の
不
安
や
悩
み
の

解
消
の
た
め
、
マ
マ
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
講

座
を
開
催
。
発
育
な
ど
に
心
配
の
あ
る
家
族

に
行
っ
て
い
る
乳
幼
児
発
育
発
達
相
談
の
開

催
日
数
を
大
幅
に
増
や
し
ま
す
。
マ
マ
健
診

は
、
一
部
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
診
で
き
る

体
制
の
整
備
と
、
個
人
の
健
康
診
断
の
結
果

に
あ
わ
せ
、
個
別
相
談
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

―　
は
じ
め
に　
―

第
５
次
行
政
改
革

大
綱
の
推
進

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

「
対
話
」
に
よ
る

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

自
ら
考
え
、
責
任
を

も
つ
地
方
創
生

健
康
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
で

住
み
た
く
な
る
町
に
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